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施工のポイント
（1）施工場所

●L型玄関框
　寸法165×100×1,960㎜

165×100×2,950㎜　各1本入
●施工説明書

（2）梱包内容・あらかじめ準備するもの

玄関部材 玄関部材

【梱包内容】

（4）施工の手順

〈新築の場合〉

●メジャー、内法寸法定規、角度定規、のこ、
　スクリューネイル（L：30㎜以上）：L型框固定用
　かんな、サンドペーパー（♯100～♯200）

【あらかじめ準備するもの】

●接着剤および両面テープは必ず下記の床材のスマートレイヤーと同じ
専用品をご使用ください。

（1）施工前の準備

【使用する接着剤・両面テープ】

（2）施工の手順

●メジャー、内法寸法定規、角度定規、鋸、かんな、
サンドペーパー（＃100～＃200）、ハンドローラーなど

【あらかじめ準備するもの】

● L型玄関框は木質下地以外には施工できません。

（3）下地の条件

・下地に段差がないことをご確認ください。下地に段差がある場合は、
かんな・サンドペーパー等で段差をなくしてください。
・フロアを仮並べし、L型玄関框とフロアの納まりを確認してください。

〈リフォームの場合〉
・既存框と既存フロアの段差は、0㎜～0.5㎜（框の方が高い状態）と
してください。
・既存框の表面のワックスや、汚れはサンドペーパー等できれいに
してください。

「L型玄関框」は内装専用（上履き用）の玄関框です。他の用途に
は使用できません。

この商品は、屋外には使用できません。また、屋内でも洗面室やトイ
レ等、水回りにはご使用になれません。カビの発生や腐れ、変色など
の原因となります。

ご注意

施工のポイント

・この商品は、内装仕上げ材です。下地に充分な強度があることを
ご確認ください。
（リフォームの場合は、既存の床、框が充分な強度を保持している
ことを必ずご確認ください）
施工前に必ず構造の確認を行い、必要に応じ、下地補強を行って
ください。
・下地が濡れていないことをご確認ください。またモルタル、コンク
リートなど湿気のたまりやすい下地への直接の取り付けは避けて
ください。

ご注意

L型玄関框（スマートレイヤー用除く） L型玄関框（スマートレイヤー用）

仮
並
べ
・
下
地
の
調
整

釘頭はしっかりと沈めてください。
釘頭が出ていると、L型玄関框と床材の間にすき間ができ、
きれいに納まりません。

ご注意

・既存框の寸法に合わせて、L型玄関框をカットしてください。

 

L
型
玄
関
框
の
カ
ッ
ト

・L型玄関框の裏側にウレタン系接着剤（フロア施工用接着剤：
別売品）を下図の位置に塗布してください。

接
着
剤
の
塗
布

・L型玄関框を下地（既存框）の上にのせてしっかりと押さえてください。
・下図のようにL型玄関框 天場の端部に、スクリューネイル
（長さ30㎜以上）を打ち込んで固定してください。
　スクリューネイル：必ず長さ30㎜以上のものを使用してください。
　打ち込み位置：300㎜ピッチ
　打ち込み角度：45°

L
型
玄
関
框
の
固
定

施工上のご注意

①この商品は一般内装（住宅）用の商品です。屋外及び重歩行（土足）用、
業務用として使用される居室にはご使用になれません。
また、屋内でも洗面室やトイレ等、水回りにはご使用になれません。
②既存の框や床など下地に十分な強度があることをご確認ください。施工前
に必ず構造の確認を行い、必要に応じて下地補強を行ってください。

メーカー名 内　容
専用接着剤（600ml、1本入り、専用ノズル付き）

品　番

朝日ウッドテック（株） WGMS-01
LHT-55A 専用両面テープ（巾15mm×長さ5ｍ）

手順1　既存下地の確認・調整

手順2　接着剤と両面テープでしっかりと固定する

•木質および人工大理石の玄関框。その他の下地には施工できません。
（1）施工可能な既存下地の確認

・既存框と既存床との段差は0.5mm以下（框の方が高い状態）としてください。
超える場合は、かんなやサンドペーパーなどで高い方を削るか、低い方に
施工用接着剤を充填してください。

・局所的な突起がある場合は、サンドペーパー
などで除去してください。
また、凹みや穴がある場合は、施工用接着剤を
充填して埋めてください。

・既存框の表面にワックスが塗布されている場合は、ワックス除去剤やサンド
ペーパーなどで除去してください。
また、油汚れなどがある場合は、中性洗剤などで除去するか、サンドペーパー
などで除去してください。

・既存框の表面に剥がれがある場合は、剥がれて浮いている部分を除去して
サンドペーパーなどで均一に削ってください。
また、ヒワレなどによる表面凹凸がある場合は、凹凸がなくなるまでサンド
ペーパーなどで均一に削ってください。

・ゴミやホコリは掃除機で完全に除去し、固く絞った雑巾で拭き取ってください。

（2）既存下地の調整

①必要な寸法に合わせてL型框の長さをカットしてください。
※天面の巾（フロアと突きつけになる面）
はカットしないでください。

※前面の高さは既存框に
合わせてカットしてください。

（1）Ｌ型框のカット

①専用両面テープ（別売）を、天面の裏面中央に貼り、ハンドローラー等で
しっかりと圧着してください。
②専用接着剤（別売）を、下図のようにＬ型框の裏面に塗布してください。

（2）両面テープの貼り付けと接着剤の塗布

①専用両面テープの剥離紙を剥がし、前面側から既存下地に貼り、位置合
わせを行った後、天面側を貼ってください。
②Ｌ型框を施工後、5分以内にかかとで体重を載せて全体をムラなく圧着し
てください。

（3）Ｌ型框の固定

既存框 既存框

既存床既存床
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前面下端から少し控えた位置に
接着剤（フロア用）を塗布する。

フロア施工用
接着剤（別売）既存框

※接着剤がたれてこないように既存框の
前面下端から少し控えた位置に接着剤
を塗布してください。

釘頭が出ていない。
L型玄関框 上貼りフロア

既存フロア

既存框

釘頭が出ている。
L型玄関框 上貼りフロア

既存フロア
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必要な長さにカット

【専用両面テープ（別売）】
天面の裏面中央に貼付

【専用接着剤（別売）】
天面：2ヵ所
前面：4ヵ所
※前面は高さに合わせて、天面側から
　約40mmの巾に1ヵ所塗布してください。

※専用接着剤は、ノズル直径がΦ5
となるように先端をカットしてください。

先端から12mm（ノズル径Φ5）

スマートレイヤー対応
Ｌ型玄関框

スマートレイヤー対応
Ｌ型玄関框
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